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PRESS RELEASE  2018/7/12      
 
 
 

博物館の「建物」に注目する学生企画ワークショップを開催 
～めぐる建物 感じる歴史 みんなのまなざし再発見～ 

 
 

【概要】 
7 月 13 日（金）と 7 月 22 日（日）に，北海道大学総合博物館の「建物」に注目するワークショップ

「めぐる建物 感じる歴史 みんなのまなざし再発見」を開催します。事前応募した各回 20 名の参加
者を少人数に分けて，90 年近い歴史をもつ建物の様式を本学学生が解説したり，この建物で過ごしてき
た卒業生のエピソードの紹介をしながら館内をご案内します。普段は公開していない部屋もご案内しま
す。その後，参加者は館内で写真を撮影し，博物館の建物の魅力を語り合っていただきます。 
 
【趣旨】 

300 万点余りの学術標本の研究成果や，北海道大学の教育研究の伝統と現在をお伝えしている北海
道大学総合博物館。その魅力は，展示だけにとどまりません。総合博物館の「建物」は昭和 4 年に理学
部の本館として建設され，来年度で 90 年を迎える歴史があります。多くの学生や教員が過ごし，そし
て今は来館者をお迎えしている建物には，建築学的な観点から見るべきポイントがいくつもあり，ど
こか懐かく美しさを感じさせる魅力があります。 

本学大学院の授業「博物館コミュニケーション特論Ⅰ 学生発案型プロジェクトの企画・実施・評価」
（担当：総合博物館・湯浅万紀子教授）を受講する学生 11 名が，この「建物」に注目するワークショ
ップ「めぐる建物 感じる歴史 みんなのまなざし再発見」を企画しました。 

学生達が建築学的な観点から建物の細部を解説したり，この建物で過ごした卒業生のエピソードを
紹介しながら，少人数に分かれた参加者の方々に博物館ツアーを実施します。通常は公開していない
部屋もご覧いただきます。その後，参加者が自身で見つけた建物の魅力を伝える写真撮影の時間を設
け，写真を見せ合いながらその魅力を語り合っていただきます。 
 
【日  程】 （1）７月 13 日（金）18 時～20 時 

（2）７月 22 日（日）15 時～17 時 
（1）と（2）は同じ内容です。 

【場  所】 北海道大学総合博物館（札幌市北区北 10 条西 8 丁目） 札幌駅北口より徒歩 15 分 
【主  催】 2018 年度北海道大学大学院授業「博物館コミュニケーション特論Ⅰ」 
【対  象】 高校生以上 
【募集人数】 各回 20 名・先着 
【参 加 費】 無料 
【持 ち 物】  写真撮影できるデジタルカメラやスマートフォン，博物館カフェでの１ドリンク代 
【言  語】 日本語 
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【プログラム】 日程（1）（2）共通 
レクチャー（20 分），博物館ツアー（30 分），自由見学・写真撮影（20 分）， 
写真を見せ合いながら建物について語り合う（50 分） 

【申込方法】 お名前を明記の上，次のアドレスにメールをお送りください。 
申し込みフォームを返信します。 
メール：musecom1.2018@gmail.com 
先着のため，ご希望にそえない場合があることをご了承ください。 

 
ワークショップを企画する授業のプロセスを伝える学生の記事を，次の URL で公開しています。 
https://www.museum.hokudai.ac.jp/education/museummeister/cat/lesson/ 
 
 
 
 
お問い合わせ先 

北海道大学総合博物館（理学・生命科学事務部事務課 博物館担当） 
ＴＥＬ 011-706-2658   ＦＡＸ 011-706-4029 
メール museum-jimu@museum.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ http://www.museum.hokudai.ac.jp/ 

配信元 
北海道大学総務企画部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目） 

ＴＥＬ 011-706-2610   ＦＡＸ 011-706-2092   メール kouhou@jimu.hokudai.ac.jp  



安藤 瑞帆
鈴木 　 花
野瀬 紹未
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